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日本人 比較文化論 木村（春期）・嶽本（秋期） 
留学生 口頭・文章表現Ⅱ 望月（春期）・小柳（秋期） 











留学生 口頭・文章表現Ⅱ 小柳（春期）・望月（秋期） 
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授業科目 区分 授 業 題 目 開講学期 単位 担当 
言語研究入門 
講義 おもしろいぞ言語学・世界言語編 A 春期 2 風間 
講義 おもしろいぞ言語学・世界言語編 B 秋期 2 風間 
言語学概論 講義 おもしろいぞ言語学・日本語諸方言編 A 春期 2 風間 
日本言語研究
概論 
講義 日英対照：形態論・統語論・意味論入門 春期 2 望月 
講義 日英語対照： 英語で説明する日本語文法 秋期 2 望月 
 講義 おもしろいぞ言語学・日本語諸方言編 B 秋期 2 風間 
日本言語研究 
講義 現代日本語の語彙と文法 春期 2 早津 
講義 現代日本語の語彙と文法 秋期 2 早津 
演習 日本語史の諸問題 1 春期 2 川村 
演習 日本語史の諸問題 2 秋期 2 川村 
演習 文法と語彙 春期 2 早津 








秋期 2 望月 
言語学 
特殊研究 
講義 おもしろいぞ言語学・感動編 A 春期 2 風間 
講義 おもしろいぞ言語学・感動編 B 秋期 2 風間 
演習 言語学演習 春期 2 風間 





授業科目 授 業 題 目 開講学期 単位 担当 
地域基礎 1A（日本 2） 
An introduction to Japanese politics: a 
social scientific view of historical facts 
春期 2 春名 
地域基礎 2A（日本 1） 近現代日本史「知識」の批判的分析 春期 2 木村 
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２-２．グローバルコミュニケーションコース（言語文化学部） 





Introduction to Japanese Language 
Education in the Era of Globalization 
秋期 2 櫻井 
日本語教育学
概論 
講義 日本語教授法 春期 2 ツォイ 
講義 日本語教育のための音声トレーニング 春期 2 阿部 
日本語教育学
研究 
講義 日本語の第二言語習得論入門 1 春期 2 海野 
講義 日本語の第二言語習得論入門 2 秋期 2 海野 
講義 日本語教育のための音声教育実践 春期 2 阿部 
講義 語用論、談話分析 秋期 2 小柳 
演習 語用論と日本語教育 1 春期 2 谷口 
演習 語用論と日本語教育 2 秋期 2 谷口 
演習 日本語教育学演習 1（量的研究） 春期 2 阿部 
演習 日本語教育学演習 2（質的研究） 秋期 2 阿部 
演習 日本語の第二言語習得演習 1 春期 2 海野 
演習 日本語の第二言語習得演習 2 秋期 2 海野 
 
２-３．総合文化コース（言語文化学部） 
授業科目 区分 授 業 題 目 開講学期 単位 担当 







Modern and Contemporary Japanese 
Literature 1 
春期 2 セン 
講義 
Modern and Contemporary Japanese 
Literature 2 
秋期 2 セン 
講義 物語と絵 春期 2 伊東 
講義 （題目なし） 秋期 2 ハウカンプ 
 
演習 （題目なし） 春期 2 ハウカンプ 
演習 （題目なし） 秋期 2 ハウカンプ 
演習 近代文学演習 春期 2 柴田 
演習 近代文学演習 秋期 2 柴田 
演習 日本古典文学 1 春期 2 村尾 
演習 日本古典文学 2 秋期 2 村尾 
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２-４．地域社会研究コース（国際社会学部） 





講義 日本近世・近代都市社会史 春期 2 ポーター 
講義 19世紀日本における貧民の救済と統制 秋期 2 ポーター 
講義 民衆史Ⅰ マイノリティスタディーズ 春期 2 友常 
講義 民衆史Ⅱ 宗教と芸能 秋期 2 友常 
講義 日本の歴史 春期 2 吉田 
講義 近代日本思想とアジア 秋期 2 米谷 
講義 The Allied Occupation of Japan 春期 2 木村 
講義 
Diplomatic Relations of Postwar 
Japan 
秋期 2 木村 
講義 日本の古文書を読む 秋期 2 滝口 
演習 19世紀日本における都市貧困の社会史 春期 2 ポーター 
演習 19世紀大坂＝大阪の都市社会史 秋期 2 ポーター 
演習 日本の伝統社会を考える 春期 2 吉田 
演習 近代日本社会とマイノリティⅠ 春期 2 米谷 
演習 近代日本社会とマイノリティⅡ 秋期 2 米谷 
演習 地域社会と差別、性 1 春期 2 友常 
演習 地域社会と差別、性 2 秋期 2 友常 
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2019 年度修士論文・修士研究題目 
List of M.A. Theses/Projects 2019-2020 
 
大学院総合国際学研究科 博士前期課程 
氏 名 指導教員 論 文 題 目 備考 
世界言語社会専攻 言語文化コース  
エンフアムガラン 




ナ ム ダ グ 
ハ グ バ ジ ャ ブ 
風 間 































金 琳 川 村 書き言葉における日中非情物主語受身文 ＊ 
呉  詩 卉 川 村 受身表現に相当する機能動詞文について ＊ 




王  夢 渓 柴 田 幸田露伴の作品に潜んでいる反抗 ＊ 
張  一 弛 柴 田 「突き放す」ものを再考する ＊ 
チ ョ ウ  ウ ロ 柴 田 大江健三郎文学における障害児の表象について ＊ 
タ イ  イ エ ツ 柴 田 村上春樹作品における「小人」という表象の系譜 ＊ 
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張  念 曦 村 尾 大伴家持における恋歌と漢詩の対比研究 ＊ 
ヨ  コ ウ ナ ン 村 尾 狐婚姻譚の研究――信太妻ものの主題の変遷をめぐって ＊ 
 
＊については、p. 145 以降に修士論文要旨を掲載 
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2019 年度修士論文・修士研究要旨 
Abstracts of M.A. Theses / Projects 2019-2020 
 
エンフアムガラン オノン 「現代モンゴル語の相互表現」 
本稿では、現代モンゴル語の相互や協同の意味を表す相互態接尾辞と協同態接尾辞を研











ナムダグ ハグバジャブ  「モンゴル語ハルハ方言における接尾辞 -jAの意味機能 













パトリシオ バレラ アルミロン 「パピアメント語におけるテンス・アスペクト」 
パピアメント語には、動詞に先行して、TAM（テンス、アスペクト、モダリティ）を表




の用法の違いに着目した 2 つの調査、ta と a の共起制限に関する 2 つの調査、"ta"という
形式の複数の機能に関する 1 つの調査である。最後の調査から"ta"という形式にはコピュ






- 146 - 
渡邉 萌（ワタナベ モエ） 「現代アイスランド語における叙述所有－無生物所有者
の現れる例を中心に」 








調査を行い、vera með (ACC) / vera með (DAT) に関して方言差が関係している可能性につ
いて調査した。 
 
范 体会（ハン タイカイ） 「江戸時代における日本人の西洋文化受容について  
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周 源（シュウ ゲン） 「話し言葉における受身文の日中対照研究―受動者と動作主
をめぐる考察―」 
本研究は、2007 年～2012年に放送された日本のテレビドラマ 7作品と、1987 年～2008
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チョウ ウロ 「大江健三郎文学における障害児の表象について」 
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2019 年度卒業論文・卒業研究題目 
List of B.A. Theses/Projects 2019-2020 
氏 名 指 導 教 員 論 文 題 目 備 考 
言語文化学部 言語・情報コース 
新井 みぎわ 風間 伸次郎 ポーランド語の非意図的状態構文―語順にみる特徴― *ポーランド語 
市 野  沙 歩 風間 伸次郎 現代イギリス英語の HAVE と HAVE got について *中国語 
岩 崎   航 風間 伸次郎 ウルドゥー語における未来表現について *ウルドゥー語 




下 條   実 紘 風間 伸次郎 アラビア語カイロ方言における可能表現 *アラビア語 
小 林   紗 佳 風間 伸次郎 現代英語の接尾辞-ish の用法の拡大について *英語 
齊 藤   潤 一 風間 伸次郎 ロシア語所有表現 UUK 構文の選択要因について *ロシア語 
斉 藤   弘 樹 風間 伸次郎 チェコ語名詞と日本語名詞の指小辞の対照研究 *チェコ語 
タ イ 
ジャティエン 
風間 伸次郎 マレーシアにおける口語中国語の語気助詞について 
* 
田村  絵里香 風間 伸次郎 イタリア語における受動態の助動詞選択について *イタリア語 
張   元 宗 風間 伸次郎 ポラ語における漢語借用語の声調について * 
中 村  夏 樹 風間 伸次郎 ポーランド語の未来表現における動詞分類と体選択の相関 *ポーランド語 




森 本   瑠 風間 伸次郎 文語アラビア語 1 形動詞第 2 語根の母音選択について *アラビア語 
弓 削  諒 太 風間 伸次郎 英語とスペイン語の冠詞の対照研究 *スペイン語 
ライ リエイ 風間 伸次郎 ウズベク語の名詞句従属部における属格の出現／非出現 * 




魏  達 銘 早津 恵美子 漫画における日本語の命令・依頼表現の実態について * 




田  嘉 誠 早津 恵美子 副詞をとりたてる場合の助詞「は」の機能について * 
中 野  僚 満 早津 恵美子 今後の日本における漢字使用 *ポーランド語 
南 菲 早津 恵美子 日本映画のタイトルの中国語訳語について * 
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陳  佳 惠 望 月  圭 子 日本語の「ている」表現から見るリトアニア語の対応表現 *ロシア語 






辻 内  康 輔 阿部   新 中学校数学科教科書リライト教材の作成 * 








井 上   悠 海 野  多 枝 雑誌『日本語教育』の中の中国語母語話者  
カ シ パ ー ル  
ダ ー リ ヤ 
海 野  多 枝 
Language use and student perspectives on SLA in a 
multilingual study abroad context 
 









近 藤  悦 子 海 野  多 枝 
Vocabulary for Intermediate Learners of Japanese: 
An Analysis of Vocabulary in Japanese Language 
Textbooks 
* 
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石 井  温 子 柴 田  勝 二 小説・水底に弧悲て 細川忠興 *イタリア語 
久保  理紗子 柴 田  勝 二 福永武彦『忘却の河』と『死の島』における小説形式 * 
シム ハヌリ 柴 田  勝 二 小説・あなたのカケラ * 
鈴 木  陽 子 柴 田  勝 二 詩集・四季 * 
田 中  達 也 柴 田  勝 二 詩集・いつかの君へ *ドイツ語 
星川 日向子 柴 田  勝 二 歌集・クリップ *チェコ語 
土 田  杏 奈 村 尾  誠 一 『万葉集』の恋歌における諸相について *朝鮮語 
谷 川   蘭 村 尾  誠 一 源実朝『金槐和歌集』の研究―編纂の目的とその過程― *ロシア語 
国際社会学部 地域社会研究コース 












小 島  梨 未 吉田 ゆり子 千宗旦一畳半茶室「不審庵」——今はなき姿の解明と復元― *ロシア語 
杉 本  有 輝 吉田 ゆり子 八田嘉右衛門の経済活動―松代藩との関係に注目して― * 
重 松  朝 妃 吉田 ゆり子 明治維新期における四国遍路の停滞に関する一考察 *ドイツ語 




水 谷  泰 士 吉田 ゆり子 江戸の美意識と悪意－山東京伝の黄表紙を素材として― *英語 
三井  理紗子 吉田 ゆり子 女性の美徳―福沢諭吉の女性観を中心に― * 
吉 田  瀬 奈 吉田 ゆり子 絵双六に見る女性像─史料としての双六の有用性の検討 * 




黄   嵐 東 米 谷  匡 史 台湾文学者張我軍の文化活動―翻訳・紹介活動を中心に * 




中川 正太郎 米 谷  匡 史 日本における移民―変わりゆく時代と社会 *英語 
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*については、p. 156 以降に卒業論文・卒業研究の要旨を掲載 
・備考欄の言語名は所属する専攻語を表す（空欄の場合は日本専攻の学生） 
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2019 年度卒業論文・卒業研究要旨 
Abstracts of B.A. Theses/Projects 2019-2020 
 







市野 沙歩（イチノ サホ）「現代イギリス英語の HAVE と HAVE gotについて」 
本稿は現代イギリス英語の話し言葉において、所有の HAVE と HAVE got の選択と出現
頻度に影響する要因について考察を行った。現代イギリス英語コーパスから HAVE と
HAVE got の用例を収集したのち、角田 (1991) の提案する所有傾斜基づき分析を行った。
調査の結果、分離不可能性が低い所有関係ほど HAVE got の出現頻度は高くなるという傾
向が「身体部位」と「衣類」以外の所有関係間に認められた。 
 







菊地 香穂（キクチ カホ）「ウズベク語における相互態を表すとされる接辞 -(i)sh 
  について」 
本稿は、ウズベク語における相互態を表すとされる接辞 -(i)sh についての考察である。
まず、先行研究に記述のある接辞 -(i)sh の意味をまとめた。そこから、キルギス語におけ





下條 実紘（ゲジョウ ミヒロ）「アラビア語カイロ方言における可能表現」 
本稿はアラビア語カイロ方言における可能表現について調査、考察するものである。西
尾 (1992) が能力表現、可能・許可表現に用いられると述べている 3 つの動詞ʔamkan, ʔidir, 
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ʕirif を本稿では可能動詞とし、可能動詞の用いられた表現を可能表現とする。小説を用い
たコーパス調査と母語話者に対するアンケート調査の 2 つの調査を行なうことで、3 つの可
能動詞の使い分けおよび動詞形式による用法の違いを明らかにすることを目的としている。 
 






























田村 絵里香（タムラ エリカ）「イタリア語における受動態の助動詞選択について」 
イタリア語の受動態の助動詞には essere と venire があるが、本稿ではこれら 2 つの助動
＜彙報＞2019 年度卒業論文・卒業研究要旨 




















早坂 圭太（ハヤサカ ケイタ）「ケチュア語クスコ方言の動詞派生接尾辞 -yku、-rquに  







森本 瑠（モリモト リュウ）「文語アラビア語1形動詞第2語根の母音選択について」 
文語アラビア語 1 形動詞が、未完了形の第 2 語根に後続する母音について a, i, u のどれ
を選択するかの調査を行った。調査方法としては、インターネット上の辞書「アラジン」
のデータを利用して単語を収集し、動詞の自他分類や出現する子音の調音位置などの条件
別に a, i, u のどれを選択するかを分類した。その結果により、どのような条件のときに未
完了形の第 2 語根に後続する母音で a, i, u のどれを選択するかを明らかにした。 
 
弓削 諒太（ユゲ リョウタ）「英語とスペイン語の冠詞の対照研究」 
本稿は英語とスペイン語の冠詞の対照についての先行研究を概観し、それらを踏まえた
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青山 紘大（アオヤマ コウダイ）「明治初年～30年代の「です」とそれに上接する語の 





の発達について、上接する語に着目して明治初年から 30 年代の様相を調査する。 
 









鄭 成南（テイ セイナン）「朝鮮語母語話者の条件表現「と」の使用実態について 

























南 菲 （ナン ヒ）「日本映画のタイトルの中国語訳語について」 
20 世紀 70 年代日中の国交正常化に伴って、両国の一般市民の間の文化交流活動も頻繁に







及川 結（オイカワ ユイ）「ロシア語接頭辞付動詞の日本語訳出方法の研究 



















小松原 千明（コマツバラ チアキ） 「日本語母語話者の中国語結果補語「到」の誤用
       と習得について」 




東京外国語大学日本語母語話者による <-到> の脱落による誤用と、马婷婷 (2013) による
HSK コーパスにおける様々な母語の中国語学習者の <-到> の誤用を比較して、日本語母語
話者は、<-到> の脱落の傾向がより高いことを立証し、日本語母語話者向けの <-到> を含
む結果補語の教授法が必要であることを論じた。 
 
霜鳥 加奈（シモトリ カナ） 
 「ICT を用いた高大連携オンライン英会話プロジェクトにみる CEFR-J の各レベル
  との対照―各映像データと CEFR-Jから―」 
 徳島県城東高校・東京外国語大学・産経ヒューマンラーニングによる高大産学連携の英






高崎 友希（タカサキ ユウキ）「中国語結果補語の習得 ―日本語母語学習者コーパスに
      基づく分析―」 
 東京外国語大学中国語専攻上級学習者による誤用タグ付き中国語学習者コーパス（東京
＜彙報＞2019 年度卒業論文・卒業研究要旨 














山本 結菜（ヤマモト ユウナ）「ICTによる高校生英語スピーキングの研究 －認知的・非
        認知的能力の成長－」 
 東京外国語大学望月圭子研究室を拠点に、長野県上田高校・徳島県城東高校と連携して
行っている産学連携の ICT による英語スピーキング遠隔教育プロジェクト（2018 年 11 月






辻内 康輔（ツジウチ コウスケ）「中学校数学科教科書リライト教材の作成」 
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近藤 悦子（コンドウ エツコ）「Vocabulary for Intermediate Learners of Japanese: An 
Analysis of Vocabulary in Japanese Language Textbooks」 
本稿では、中級学習者やその教師たちの語彙学習の設計を助けることを目的に、中級日
本語学習者向け教科書の語彙を分析した。分析対象は『みんなの日本語中級』と『まるご




















春山 知里（ハルヤマ チサト）「フィンランド人日本語学習者の学習動機―変化の過程 







林 アラン 正人（ハヤシ アラン マサト）「ポルトガル語を母語とする日本語学習者の日本   
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とや、集団の息苦しさなどにも目を向けて作品を書いた。 
 






















榎本 万澄（エノモト マスミ）「上尾地域の紅花栽培に対する商人指導の重要性 


















小池 晴華（コイケ ハルカ）「大正・昭和期における茨城県南部地域の茶生産―北相馬 
              取手市下高井町広瀬家を素材として」 
一茶園における茶生産の変遷をたどり時代の変化との関係を探ることを目的に、茨城県





























- 167 - 
谷 始央理 (タニ シオリ)「一田庄七郎の籠細工興行からみる近世後期の見世物の興隆と 








































黄 嵐東（コウ ラントウ）「台湾文学者張我軍の文化活動―翻訳・紹介活動を中心に」 
台湾新文学運動の先駆者として知られている張我軍は、作家であり、日本語教育者であ






鄭 セム（ジョン セム）「3・1独立運動と朝鮮半島のプロテスタント―運動の準備過程で 
            あらわれる全国的連帯」 




れる 3・1 独立運動の原動力となり、後日の臨時政府の樹立につながるきっかけとなった。 
 
中川 正太郎（ナカガワ ショウタロウ）「日本における移民―変わりゆく時代と社会」 
かねてから、日本政府は国内の人口過剰を理由として、「単純労働者」については「慎重





藤野 智洵（フジノ トモアキ）「歴史教科書『認識台湾』にみる台湾教育「本土化」と 
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